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連合福島は、2 月 12 日（金）15 時から「パルセいいざか」（福島市）で、１００名の構

成組織・地区連合参加のもと「ふくしま労働シンポジウム」を開催した。運営は、コロナ禍

での開催を考慮したハイブリット方式とし、YouTube 同時配信を行った。 

 開催に先立ち、今野 泰連合福島会長は挨拶で「コロナ感染拡大による経済悪化に伴う

雇用等の諸条件整備や改善が急務な中、今春闘で全組合員がしっかり取り組む。その上で

同一労働同一賃金の実効性を高めた正規・非正規の格差改善、生活保障と再就職支援の『失

業なき労働移動』、経済活性化の賃上げも引き続き求める。また、震災 10 年目を迎

えた福島に支援をいただく皆様さん、コロナ禍での差別・偏見の解消、ソーシャル

ワーカーの皆さんに感謝を示す「Ｄｏ・モー」プロジェクトを展開する。」との決意と報告があった。 

 シンポジウムでは、「日本経済と福島経済の現状と先行き」と題し、日本銀行 福島支店 

植田リサ支店長から講演をいただいた。新型コロナウイルス感染への経済影響のデータに基

づき、丁寧に解説・説明がなされた。参加者は、人材融通、人材育成などの雇用環境改善、

デジタル化推進による効率性・生産性向上は、労使共通の課題として、これらロジックの理

解を深めた。同時に職場・現場や組合員の日常の課題

をつぶさにした要求、交渉の強化が必要となる。今回

の植田支店長の講演は、私たち連合福島の掲げる「男

女共同参画社会実現」でも多いに勇気をいただいた。今

後、機会があれば是非、この視点で講演を考えたい。 

 ご多忙な中、講演をいただいた植田支店長に紙面を借りて、御礼を申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

  

 

－講演に聞き入る参加者の皆さん－ 

春闘推進へのロジックを全体で確認
～連合福島「２・12労働シンポジウム開催」～ 

 

－挨拶する今野会長－ 

－日銀福島支店  

植田リサ 支店長－ 


